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研究１．HIV検査・相談マップとスマホ予約シス

テムとの連携 （研究協力者 佐野貴子）

A.研究目的

保健所等のHIV検査相談施設情報やHIV/エイズ

の基礎知識などを継続的に提供し、国民のHIV/エ

イズの理解促進や検査希望者への受検サポート

を目的としたホームページ「HIV検査･相談マップ」

（http://www.hivkensa.com）において、現在、

HIV検査施設664箇所のHIV検査情報を紹介してい

る。このうち、462箇所については検査の際に予

約が必要となっていることから、研究班において

開発・運用が進められてきた「スマートフォン検

査予約システム」と「HIV検査･相談マップ」との

連携を行い、予約が必要な検査施設への受検障壁

を低くすることで、検査希望者への利便性の向上

研究要旨

本研究ではホームページやスマホを利用した検査施設受検向上に関する研究のために、研究１）HIV

検査・相談マップとスマホ予約システムとの連携と研究２）スマホ等での検査予約システムの開発を

実施した。研究１ ホームページ「HIV 検査･相談マップ」（http://www.hivkensa.com）とこれまで開

発・運用が進められてきた「スマートフォン検査予約システム」との連携を図り、予約が必要な検査

施設への受検障壁を低くすることで、検査希望者への利便性の向上を図ることを目的とした。また今

後、外国人の HIV 検査希望者の増加も予測されることから、外国語対応の情報提供体制の構築も合わ

せて行った。本年度は、スマホ予約システムを導入している常設 HIV 検査施設 5か所中 3か所につい

て、「HIV 検査・相談マップ」の PC版の詳細ページにスマホ予約システムの QR コードの掲載を行った。

また、各検査施設の詳細ページに「予約の有無」、「外国語対応の可否」欄の追加を行った。現在、HIV

検査施設の 7 割が予約制で検査を実施しており、検査施設側の予約対応の煩雑さと検査希望者側の予

約の心理的障壁を軽減させることができるスマホ予約システムは非常に有効な手段であると考える。

今後は利用状況や連携の効果について調査を行い、スマホ予約システムとの連携を継続していきたい

と考える。研究２ 「HIV感染症及びその合併症の課題を克服する研究」（以降、「前研究」とする）

にて開発した、スマートホンまたは携帯電話（以降、「スマートホン」とする）のWEB機能を使い

HIV検査をインターネット上から予約する HIV検査予約システムを基礎に、保健所での利用を想定

した機能改善や機能追加等を実施し、改良版のHIV検査予約システムの全国の保健所への導入を目指

す。以下、両研究に付き、それぞれを記載する。



を図ることを目的とした。また今後、外国人のHIV

検査希望者の増加も予測されることから、外国語

対応の情報提供体制の構築も合わせて行った。

B.研究方法

スマートフォン検査予約システム（以下、スマ

ホ予約システムと略）との連携を図るため、「HIV

検査・相談マップ」にスマホ予約システムのQRコ

ードの掲載およびリンクアドレスを表示した。

また、保健所等HIV検査施設において外国人のHIV

検査受検への対応が可能かについての調査を実

施し、各検査施設の詳細ページに外国語対応の可

否の表示欄を新たに設置した。

C.研究結果

スマホ予約システムを導入している常設HIV検

査施設5か所中3か所について、「HIV検査・相談マ

ップ」のPC版の詳細ページにスマホ予約システム

のQRコードの掲載を行った。「HIV検査・相談マッ

プ」のスマホ版からもスマホ予約システムにアク

セスがしやすいよう、予約の有無欄の表示を詳細

ページ上部に設置し、スマホ予約システムへのリ

ンクアドレスを表示した。また、詳細ページに外

国語対応の可否欄を新たに設置し、各検査施設の

外国語対応状況について情報を掲載した。

D.考察

本年度は、予約が必要な検査施設への受検ハー

ドルを低くし、検査希望者への利便性の向上を図

ることを目的として、研究班において開発・運用

が進められてきたスマホ予約システムと「HIV検

査･相談マップ」との連携を行った。

現在、「HIV 検査･相談マップ」では HIV 検査施

設664箇所の検査情報を紹介している。このうち、

検査予約が不要である施設は202箇所、残りの462

箇所（70%）についは予約制となっており、検査

希望者が事前に電話等で検査予約をする必要が

ある。2015 年に実施された全国保健所アンケート

調査でも、予約制で HIV 検査を実施している保健

所は71%、特設検査施設は57%と報告されており、

予約制の施設が多くを占めていることが分かっ

ている。一方、「HIV検査･相談マップ」の検索条

件別のアクセス数をみると、予約不要の条件で検

索した訪問者は 2016 年で 12万件に上り、検査希

望者の予約不要への要望は高いと考える。しかし

ながら、検査施設側の受け入れ体制や受検者のプ

ライバシー保護等の観点等から予約制としてい

る施設も多く、予約不要への体制移行は直ぐには

困難と思われる。予約方法としては、電話による

施設がほとんどであるが、検査施設側の予約対応

の煩雑さと検査希望者側の予約の心理的障壁を

軽減させることができるスマホ予約システムは

非常に有効な手段であると考える。今回の連携に

より、「HIV検査･相談マップ」の閲覧者にとって

は予約アクセスの向上、予約システムを導入して

いる検査施設側にとっては、利用者数の増加とい

う利点があったと思われる。今後は利用状況や連

携の効果について調査を行い、スマホ予約システ

ムとの連携を継続していきたいと考える。また、

今年度は外国語対応に関する情報提供を新たに

行った。在日外国人や外国人旅行客の増加により、

外国人の検査希望者の増加も予測されることか

ら、今後、さらに外国語の情報提供体制について

も内容の充実を図っていきたい。

これからも多くの方に利用してもらえるよう、



日本のHIV検査情報の提供サイトとして展開して

いくとともに、検査施設への受検アクセス向上に

寄与したいと考える。

E.結論

ホームページ「HIV 検査･相談マップ」と「スマ

ホ予約システム」との連携を行い、予約制の HIV

検査施設への利便性の向上に努めた。また、外国

語情報の提供体制の充実を図り、バリアフリーな

サイト構築を目指した。

F.健康危険情報

なし

G.研究発表

1.論文発表

なし

2.学会発表
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今井光信、市川誠一．HIV 検査・相談マップを
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ト利用状況の解析．日本エイズ学会、2016 年

11 月 24-26 日、鹿児島．
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態調査と検査精度調査（2015）．日本エイズ学

会、2016 年 11 月 24-26 日、鹿児島．

5)加藤真吾、須藤弘二、佐野貴子、近藤真規子、
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年 11 月 24-26 日、鹿児島．
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研究２．スマホ等での検査予約システムの開発

（ビッツシステム 幸田進）

A.研究目的

前研究で開発し特定のHIV検査機関にて効果

実証試験を実施したHIV検査予約システムに対

し、保健所での運用に合わせた改良を加えた上で、

全国の保健所への導入を目指す。

B.研究方法

HIV検査予約システムを稼動させた上で、紹介

資料を保健所や都道府県市区町村の該当部署宛

に送付し、更に電話フォローや訪問説明を実施し、

HIV検査に対する考え方や現状の検査体制など

をヒアリングし、HIV検査予約システムに対して

必要と思われる機能改善や機能追加を検討して

HIV検査予約システムを改良する。

機能改善や機能追加を実施した上で、再度紹介

資料を保健所や都道府県市区町村の該当部署宛

に送付し導入を推進する。

(倫理面への配慮)
ヒアリングによって得られた情報には HIV感

染症患者に関する情報も含まれるため、情報の取

り扱いには十分注意する。

C.研究結果

平成 28年度研究では、主に関東圏の保健所を

中心に前研究によって得られたデータを使った

パンフレット（図 1）を作成し、これを送付した



上で電話によるフォローや直接の訪問を実施し、

HIV検査の現状の聞き取りやHIV検査予約シス

テム（図２）に対する意見や要望などをヒアリン

グした。

送付先は主に関東圏の保健所約 100箇所。その

他、関東圏以外の数施設（京都、福岡）に先行配

布した。また、大阪市にも訪問した。

   

図 1 案内パンフレット

配布先からの電話による問い合わせは2件のみ

であった。が、電話フォローや直接の訪問を 30
施設ほどに実施した。主な意見と要望を表３に示

した。

中には、実務者レベルでは導入したい意向があ

っても「権限がない」から難しいと言う意見と、

「予算確保が難しい」という意見が多く聞かれた。

また、「検査人数の減少」を理由に難色を示す施

設も多く見られた。

前向きな意見としては、HIV検査予約システム

を導入すると過程しての機能提案や、HIV検査に

拘らない利用についての提案的な意見なども聞

かれた。

(検査機関名 )

検査予約サービス

----------------------------------

(検査機関所属組織名 )

このサイトは端末の固有番

号を使って予約を行います。

端末の固有番号の取得に

承諾頂ける場合は次にお進

みください。

承諾して次へ進む

(検査機関名)

検査予約サービス

----------------------------------

(検査機関所属組織名 )

[お知らせ ]

----------------------------------

◆◆検査予約日選択◆◆

検査予約希望の日をお選
び下さい。

5月の予約状況

11日(月)  ○

18日(月)  ×

25日(月)  ○

前月 次月

----------------------------------

◆◆電話で予約◆◆

06-1234-5678

[予約受付時間 ]

毎週月曜日から金曜日

10時から15時

(検査機関名 )

検査予約サービス

----------------------------------

(検査機関所属組織名 )

[お知らせ ]

----------------------------------

◆◆検査予約時間選択◆◆

ご希望の時間をお選びくだ
さい。

●13時00分

○14時00分

○15時00分

○16時00分

(検査機関名 )

検査予約サービス

----------------------------------

(検査機関所属組織名)

[お知らせ]

----------------------------------

◆◆予約確認◆◆

検査予約が入っています。

検査当日、受付にてこの画

面を提示してください。

【予約日時】

○月○日(○ )  x x時xx分

【予約番号】

XXXXXXXX

携帯電話の端末識別情報
を使って、既に予約している
人か否かを自動で判定しま
す。

②日にちを選択 ③時間を選択

確認画面へ

①利用承諾

検査機関の

携帯ｻｲﾄ

携帯の画面が
「予約票」

になります。

(検査機関名 )

検査予約サービス

----------------------------------

(検査機関所属組織名 )

このサイトは端末の固有番

号を使って予約を行います。

端末の固有番号の取得に

承諾頂ける場合は次にお進

みください。

承諾して次へ進む

(検査機関名)

検査予約サービス

----------------------------------

(検査機関所属組織名 )

[お知らせ ]

----------------------------------

◆◆検査予約日選択◆◆

検査予約希望の日をお選
び下さい。

5月の予約状況

11日(月)  ○

18日(月)  ×

25日(月)  ○

前月 次月

----------------------------------

◆◆電話で予約◆◆

06-1234-5678

[予約受付時間 ]

毎週月曜日から金曜日

10時から15時

(検査機関名 )

検査予約サービス

----------------------------------

(検査機関所属組織名 )

[お知らせ ]

----------------------------------

◆◆検査予約時間選択◆◆

ご希望の時間をお選びくだ
さい。

●13時00分

○14時00分

○15時00分

○16時00分

(検査機関名 )

検査予約サービス

----------------------------------

(検査機関所属組織名)

[お知らせ]

----------------------------------

◆◆予約確認◆◆

検査予約が入っています。

検査当日、受付にてこの画

面を提示してください。

【予約日時】

○月○日(○ )  x x時xx分

【予約番号】

XXXXXXXX

携帯電話の端末識別情報
を使って、既に予約している
人か否かを自動で判定しま
す。

②日にちを選択 ③時間を選択

確認画面へ

①利用承諾

検査機関の

携帯ｻｲﾄ

携帯の画面が
「予約票」

になります。

図 2 HIV検査予約システムの画面

表 3 主な意見と要望（主なもの）

実施人数が多くないから現状で十分。

検査人数が減っているのに予算投入する意味がない。

先着順のほうがお手軽でいい。

既に体制が出来上がってしまっている。

導入したいと思うが権限がない（実務者）。

予算確保が難しい。

電話予約だけで十分。

電話予約分も管理できるようにならないか。

婦人科検診や集団検診として使ってみたい。

県内全保健所をまとめて検討してみたい。

夜間に利用が多いのは驚いた。

多言語対応できないか。
また、外国人の予約時は「通訳希望」オプションを付けられないか。

電子アンケートシステムを付けられないか。

  



平成 28年度研究では、HIV検査予約システム

を東京都港区みなと保健所が実施する「新橋あん

しん検査」（平成 28年 12月 2日実施、図４）に

試験的に提供し、ゲイ向け出会い系スマートホン

アプリの利用者に限定してのHIV検査への誘導

が行われた。HIV検査予約までに至った件数は予

約枠数が 20名に対して 16名であった。殆どの時

間帯において 1枠 1名の予約枠であったため、予

約時間帯別に予約が埋まってくる順番も観察さ

れた。

９モンスターズ会員限定
スマートフォンサイト

バナー

16:00 ⑭
16:10 ⑫
16:20 ⑮
16:30 ⑥
16:40
16:50
17:00 ⑨
17:10
17:20
17:30 ⑯

17:40 ⑩
17:50 ⑬
18:00 ②
18:10 ⑧⑪
18:20 ⑤⑦
18:30 ④
18:40 ③
18:50 ①

検査前２週間のみリンク
ハイリスク層に限定して誘導
20名限定

※①～⑯は予約された順番
※18:10,18:20のみ２名、他は１名のみ

図 4 新橋あんしん検査

この他、東京都豊島区池袋保健所にて稼動に向

けての調整を行っている（平成 29年 2月 15日現

在）。

D.考察

平成 28年度研究では、HIV検査予約システム

を保健所での利用に適した形への改良のための

ヒアリングの実施と導入を希望する保健所への

提供を目指したが、導入希望の声があっても予算

確保の面での問題が非常に多く、将来的に保健所

に負担して頂く事になる運用費の算定について

は慎重に検討する必要性を感じた。

HIV 検査予約システムはインターネット上の

特定の利用者層にターゲットを絞って“図 4 新

橋あんしん検査”のように検査誘導する流れを作

る事ができるため、インターネット上に展開する

事での検査人数の改善だけではなくターゲット

を絞った利用なども可能であるが、保健所の中に

は検査人数の改善やハイリスク層の人の検査誘

導に積極的に取り組んでいない所も見受けられ

るため、HIV検査予約システムの導入を促進する

際には意識改善策を含めて検討する必要がある

と感じた。

また“図 5 拡張予約システム案”のような、

県内の全ての保健所をまとめて稼動させた上で

１箇所の電話受付で県内全ての保健所への予約

対応ができるような大掛かりなシステムの要望

も出てきており、提供の前にモデルケースを構築

しての検証の必要も出てきた。

電話受付分を登録

保健所の垣根を越えて
予約可能な日時を照会

○○県○○保健所

予約データ

○○県△△保健所

予約データ

：

HIV検査予約システム
データ

※都道府県単位で、電話受付窓口を一本化

受付シート

受付シート

図 5 拡張予約システム案

E.結論

平成 28年度研究で実施したHIV検査予約シス

テムの紹介を兼ねたヒアリングでは保健所の

HIV検査そのものに対する考え方に非常に温度

差を感じる結果であったため、単にHIV検査予

約システムを保健所向けに改良するだけでは導

入促進は難しい状況にある事がわかった。

逆に、先着順での受け付けによる定員オーバー

問題の解決策や、外国人への対応問題の改善策と

してのスマート本の活用を模索している保健所

がある事などもまたわかった。



平成 29年度研究では全国の保健所にHIV検査

予約システムの紹介資料配布を予定しているが、

配布にあたっては得られた意見や保健所が抱え

ている問題の解決策などを考慮した形で紹介す

る事とした。
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